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１.これまでの経緯
①平成２３年９月：女川町復興計画の中で「震災遺構の保存」を提唱
②平成２４年１２月～平成２５年８月：3件の災害遺構(女川サプリメント、江島共済
会館、旧女川交番）に関し、下記項目を実施
A.現況調査
B.災害遺構としての評価
C.保存の概略検討を実施
※すべて平成２４年度公園緑地等公共施設の整備・維持管理方針等策定業務委託(建設技術研究所)

③平成２５年１１月：町長が3件の震災遺構に関する保存方針を表明
A. 女川サプリメントは平成２５年1月中に解体
B.江島共済会館は造成工事の着手時期まで現状を維持するが最終的に撤去
C.旧女川交番は保存の方向で検討中
※女川町議会議員懇談会にて：保存状態、学術的観点、町民の心情、財政面等から総合的に判断

④平成２６年３月末：女川サプリメントの解体・撤去完了
⑤平成２６年３月：震災遺構活用方策検討業務を始動
※委託先はランドブレイン株式会社；旧女川交番保存に限定した整備計画案について検討

⑥平成２６年８月：女川町震災復興対策特別委員会にて旧女川交番の保存パターン
　　　　　　　　  の方向性について表明
⑦平成２７年１月：宮城県震災遺構有識者会議において正式に「旧女川交番は震災
                                      遺構としてぜひ保存すべき価値がある」との評価を受ける
※旧女川交番に関する詳細な評価検討については「宮城県震災遺構有識者会議報告書」(平成２７年１月を参照のこと

⑧平成２７年１月：江島共済会館の解体・撤去完了

3件の震災遺構の位置＠google map 2015より

２.今後の予定
①震災遺構(旧女川交番)活用方策検討業務については、正式に宮城県の評価を受けた
ことをふまえ、2月に最終的な検討結果を提出する予定
②旧女川交番が位置するメモリアル公園を含めた観光交流エリアの具体的な検討は
来年度より行う予定

③震災遺構とその周辺の今後のスケジュール（案）：下表のとおり

３.検討した内容に関する報告
①保存意義 ： 破壊そして再生へ ー 復興へ向かう
原点としての遺構
A.津波被害の伝承：津波の来るまちだからこそ、
その威力を伝える
B.まちづくりの伝承：女川のまちに敬意を払い、
くじけず、困難に立ち向かった人々のまち
②保存に関する基本方針
A.位置及び形状：現地に現状保存とする
B.想定する保存期間：50年(保存対策なし）～100年
（保存対策有）
※保存工事前：建物の応急補修の必要性なし

③周辺との調整における留意点・課題点
-旧女川交番は、観光交流エリアのメモリアル公園
(想定面積23,200㎡)
-メモリアルゾーン内に位置する。
-保存整備にあたっては、復興交付金を活用しながら、
イベント広場と一体的に整備する。
-観光交流エリア・メモリアル公園周辺の工事予定は、
第1段階：住宅、公益施設、工業エリア及びインフラ
整備(平成24年度～平成30年度末の予定)
第2段階：観光交流エリア全体の整備に着手
（平成29年度～の予定)
-事業実施にあたっては、メモリアル公園全体の
整備の中で事業費のバランスをみながら、採用案
の内容調整を行っていく必要がある。

保存の方向で検討中の旧女川交番

既に解体済みの震災遺構の外観：
　　　　  女川サプリメント(上段)
　　　　　　江島共済会館(下段)

震災遺構活用方策検討業務ダイジェスト女川町の震災遺構保存計画に関する報告




